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　「
活
発
な
性
格
の
薫
葉
は
、

大
好
き
な
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
た
く

さ
ん
食
べ
て
、
毎
日
元
気
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。
歩
き
は
じ
め

て
ま
だ
１
か
月
で
す
が
、
７
歳

の
姉
・
柊ひ

月づ
き

の
後
を
追
い
、
あ

ち
こ
ち
走
り
回
っ
て
い
る
の
で
、

も
う
階
段
を
上
れ
る
ん
で
す
よ
。

最
近
で
は
、
ご
は
ん
も
一
人
で

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

日
々
成
長
す
る
姿
に
力
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
明

る
く
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
母
親
の
未
侑
さ
ん
。

薫
ゆき

葉
は

ちゃん（１歳０か月）

島
しま

田
だ

  洋
よう

輔
すけ

さん

　　  未
み

侑
ゆう

さんの 次女
錦町６丁目

1６６

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。今月は６日です。
７月は４日です。時間
は午後１時～５時を予
定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

山梨県笛吹市と災害協定締結
防災体制の更なる強化へ

　
先
月
２
日
、
山
梨
県
笛ふ

え

吹ふ
き

市
と

蕨
市
と
の
間
で
「
災
害
時
に
お
け

る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
笛
吹
市
は
、
山

梨
県
の
中
央
に
位
置
し
、
人
口
は

約
６
万
７
千
人
、
面
積
は
約
２
０

２
㎢
、
桃
や
ぶ
ど
う
の
収
穫
量
が

日
本
一
な
ど
全
国
有
数
の
果
樹
地

帯
で
あ
り
、
石い

さ

和わ

温
泉
郷
な
ど
の

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
多
数
の
宿

泊
施
設
も
有
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
協
定
で
は
、災
害
時
に
、

蕨
市
と
笛
吹
市
が
相
互
に
連
携
し
、

物
資
や
資
機
材
の
提
供
、
職
員
の

派
遣
、
避
難
者
の
一
時
受
け
入
れ

な
ど
、
助
け
合
う
こ
と
を
定
め
て

お
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
、
と
て
も
有
意
義

な
も
の
で
す
。
今
年
の
１
月
に
は

能の

登と

半
島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
大
規
模
災
害
時
に
、
被
害
想

定
の
災
害
が
異
な
る
自
治
体
同
士

が
相
互
に
助
け
合
う
こ
と
は
、
災

害
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
上
で
大

変
重
要
で
あ
り
、
蕨
市
で
は
、
群

馬
県
片か

た

品し
な

村
、
静
岡
県
湖こ

西さ
い

市
、

栃
木
県
大お

お

田た

原わ
ら

市
に
続
き
、
県
外

自
治
体
で
４
か
所
目
の
災
害
協
定

の
締
結
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
協
定
で
は
、
地
域
間
交

流
を
行
う
こ
と
も
定
め
て
お
り
、

今
回
の
協
定
締
結
を
機
に
、
蕨
市

と
笛
吹
市
と
の
交
流
も
広
げ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　４月30日、子ども食堂支援のため、マック
スバリュ関東㈱から市に、米300㌕が贈呈さ
れました。これらは包装が傷ついた商品で、
フードロス対策にもなっています。贈呈式に
は市内で子ども食堂を運営する２団体の代
表も出席。感謝と活動の抱負を伝えました。

子
ど
も
食
堂
に
　
　

食
料
を
寄
贈

　錦町の住民や商店などで作る「錦町盛り
上げる会」が、先月18日、郷南公園で「土
曜のおひるは錦町メシ」を開催しました。
気軽に立ち寄って、地域とのつながりを作
るきっかけにして欲しいと開かれたこの催
しは昨年に続き２回目。親子連れを中心に
多くの来場者が食事を楽しんでいました。

模擬店が並ぶ地域の催し

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
！
　

詳
細
＝
秘
書
広
報
課（
緯
433
・
７
７
０
３
）


